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茅野市においては,多年の懸案であった綜合運動場の建設をすべ く,玉川地籍の東海第二

高校下から上川べ りにかけて,330,000m2を 買収 して,茅野市長峰運動公園を建設すること

になった。

下 ノ原遺跡は, この長峰運動公園の野球場建設の箇所であり,八 ヶ岳西山麓の広大な裾野

の末端部で,玉川荒神部落の西続 きの平坦面にある。この地は古 く開田の際などに土器・石

器等が出土 しており, また附近の畑からは表面採集 もされていた。

そこで,茅野市教育委員会は,昭和49年 8月 から数回にわたって,実地踏査 をし,市文化

財審議委員会の議 を経て, この下ノ原遺跡を発掘調査 して,記録保存することにした。教育

委員会は, この公園建設の主幹課である都市計画課から委託をうけて,下 ノ原遺跡調査委員

会を設置 して,調査 を実施することになった。

この遺跡の発掘作業は,昭和49年 10月 から12月 にかけて行われ,そ の面積 は4,200m2に の

ばり,発見された遺構は住居址10基 とピット16個所である。この遺跡は,縄文前期から中期・

後期に至るまでの長期間に亘って古代人の生活の場であったことが判明した。

また, この下ノ原遺跡発掘調査中に,公国内道路開設の際,川 久保古墳の位置が確認され

たので,調査事業の一環 として発掘調査 をし,埋没保存が同時期に行われた。

発掘調査は,調査員河西清光・林 賢・宮坂光昭・宮坂虎次の四氏をはじめ,作業に従事

された多くの方々, さらに出土品の整理復原をなされた宮坂篇夫・柳平嘉彦の両氏等に協力

いただいた。 これ等関係 した各位に心から感謝を申し上げる。

この調査に,多額の費用を投 じた上,調査完了まで野球場建設を延期 され,文化財保護に

理解をいただいた原田市長殿をはじめ関係者に深 く敬意 と謝意 をささげる次第である。

この報告書が刊行されて,記録保存され, この土地に生活した古代人を偲なとともに,考

古学会に少しでも棒益することが出来れば,望外の幸である。この報告を握められたのは,

下ノ原遺跡については考古館主事の宮坂虎次氏であり,川 久保古墳は日本考古学協会員であ

る宮坂光昭氏であり,両氏の並々ならぬ尽力によるものであることをつけ加えさせていただ

きたいと思う。              昭和50年 3月

茅野市教育長 木  ナ||  千  年



序

目次

挿図目次

第 1編 下ノ原遺跡
I.位置および環境………………………………………………………………………………………… 3

Ⅱ.調査の概要・…………………………………………Ⅲ……………………………………………………4

皿.遺 構………………………・` ………………………………………………………………………… 8

1.住居址……Ⅲ…………………………………………………………………………………………… 8

2.特殊遺構………………………………………………………………………………………………13

Ⅳ.遺 物………………………………Ⅲ……………………………Ⅲ…Ⅲ…………………………………16

1.土 器…………………………・………………………………………………………………………・・16

2.石  器・・……………………………………………………………………………………………… ,321

V。 まとめ………………………
●●`……………………………………………・……………………………・・41

第 2編 川久保古墳
1.発掘の経過……Ⅲ………………………………●●・……………………………………………………45

2. ウ 驚  丘 … … …・・ … …・
¨
… … …・・ `¨

中 ●●
"中

●
“
中 ●●●●―

・・
i・・ ●`…

Ⅲ  Ⅲ l・ "・ 中 ●… … … …
●"中

¨ ― ●●●・ 中
中 ¨
…
●●●・ 。中 ●‥ ●中 中 46

3. 死 〒  室
・ … … … … … …・ “ … … … … …

Ⅲ ●●●― ●
… …・
i…
・
中 ,● ●●●P中 ¨ ¨

…
‐ ●"¨ ・・・・ 中 中 "中 "● … … … … …・

中 ― ●中 "中 ― ●― ●
… 47

4.副葬品…………………………………………………………………………………………………48

5.考 察………………………………………………………………………Ⅲ…………………………49

図版

奪
▲



も

挿 図 目 次

第 1図 遺跡付近図 (50,000分の 1)

第 2図 地形図 (2,000分の 1)

第 3図  グリットおよび遺構配置図 (600分の 1)

第 4図  第 1号住居址 (80分の 1)

第 5図  第 2号住居址 (80分の 1)

第 6図  第 3号住居址 (80分の 1)

第 7図  第 4号住居址 (80分の 1)

第 8図  第 5号住居址 (80分の 1)

第 9図  第 6号住居址 (80分の 1)

第 10図  第 7号住居址 (80分の 1)

第 11図  第 8号住居址 (80分の 1)

第 12図  第 9号住居址 (80分の 1)

第 13図 第 10号住居址 (80分の 1)

第 14図 特殊遺構ピット (80分の 1)

第 15図  特殊遺構ピット (80分の 1)

第 16図  第 1号・第 7号住居址出土土器拓影及び実測図

第 17図 前期末葉土器拓影

第 18図 前期末葉土器拓影

第 19図  第 2号・第 3号住居址出上土器拓影

第 20図  第 3号住居址出土土器実測図

第 21図  第 4号 。第 5号住居址出土土器拓影及び実測図

第 22図  第 6号住居址出土土器拓影

第 23図  第 6号住居址出土土器拓影

第 24図  第 8号・第 9号・第 10号出土土器拓影および実測図

第 25図  第 10号住居址出土土器実測図

第 26図  第 10号住居l■出土土器実測図

第 27図  第 10号住居址出土土器実測図

第 28図  縄文後期土器拓影

第 29図  第 1区 。第 1号・第 2号住居址出土石器実測図

第 30図  第 3号 。第 4号住居址出土石器実測図

第 31図  第 5号・第 6号住居址出土石器実測図



第32図  第6号住居址出土石器実測図

第33図 第 8号・第9号・第10号出土石器実測図

第34図  第10号住居址 `第 3区出土石器実測図

第35図 第3区出ELE器実測図
第36図 石錫移 石匙・剖片石器実淑1図

第37図  ナII久保古墳附近地形回
1第 38図  川久保古墳石室実測図

第39図 川久保古墳冨U葬品実測図

第40図  胡盆東縁古墳群

ｔ

ｉ

●



第 1編 下ノ原遺跡





I 位置および環境

下ノ原遺跡は,長野県茅野市字荒神部落の西に位置する。この一帯は八ヶ岳西山麓に展開する広

大な裾野の末端部に近 く,南側を上川の一支流である川久保川が,北側を諏訪湖最大の流域をもつ

上川が西流して,そ の間にははさまれた幅約 600mと比較的広い台地である。この台地は二つの川

の近接するにしたがって次第に狭 くなり, 遺跡西方 650mの 合流点において尽 きる。 台地上は東

西に長いゆるやかな起伏があり,地形に即 して低地は水田に,高台は畑として利用されている。そ

して南側平坦部に荒神の集落が立地し,そ の西の続きの平坦面が発掘区域である。
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第1図 遺跡付近図 (50,000分 の1)

川久保川の南は一段高い長峰台地で,川 久保川浸蝕による谷を距てて,遺跡面 との比高 7mで対

している。また上川は遺跡台地を浸蝕 して,永明寺山との間に沖積地を形成する。上川面 と遺跡台

地との比高は約 20mで,遺跡地の標高は828mである。遺跡は中央平坦面は畑で, 南斜面は削平

して水田となっており,古 く,開田の際に遺物が出土 したことが伝えられている。

台地南裾の川久保川畔の水田中に豊富な湧水がある。地元の人達から薬師清水または蛇清水 と呼

ばれているが,け だし, この清水が紀文時代生活の根拠 となったものであろうか。 しかし,今回発

掘調査の区域は, この清水から約 130mと 離れている。
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遺跡の南,長峰台地は,諏訪上社の御柱街道が通 じ,ま た紀文中期遺跡 として知られ ,かつて諏

訪清陵高等学校地歴部による発掘調査が行なわれたことがある。また荒神部落の東続きには中御前

遺跡が立地 し,更に上方の続き台地に上御前遺跡・藤塚遺跡・山田畑遺跡 。一本木遺跡 。中沢遺跡

が点在する。昭和 43年 に緊急発掘調査 した茅野和田遺跡は荒神南東約 lkmに位置する。

諏訪史第一巻によると,荒神出土として土偶が記録されているが,今回発掘調査 した下ノ原遺跡

かどうかは明らかでない。

下ノ原遺跡の西方約 400mに川久保古墳が位置する。この附近では川久保の谷は次第に深 くなり

更に西流して上川に流入し,台地もまた舌状 を呈 して尽 きる。この音状台地突端から約 170m遡 っ

た川久保川に南面する斜面中段やや上に石室が構築されていた。川久保川との比高は約 7mである。

この古墳に対 して長峰台地が日前を西走し,台地突端部に四ツ塚,南斜面に金鍔塚 が位置する。また

王経塚は上川と川久保川の合流点より約 300m遡った上川北岸に立地する。

下ノ原遺跡の北側は浅い凹地をへだてて,小舌状台地が派生するが, この南斜面に小古墳があっ

た。諏訪史第一巻による石小屋がそれであろう。大正 7年に発掘 して糸切底の須恵器が出土したと

伝えられる。戦後にここを果樹園にするため,僅かに残っていた石室も根 こそぎ撤去され,現在は

その位置さえも不明確 となってしまった。

H 調査の概要

茅野市には,従来からスポーッ施設が少なく,社会体育行政を担当する教育委員会はもとより,

一般市民からもその充実が望 まれていた。このことから,茅野市教育委員会は,昭和 46年 3月 に

総合スポーツ公園調査研究委員会を設置して,市内数イ固所の候補地について検討を続けた結果,玉

川地区荒神下の約 330,000m2を 茅野市総合スポーツ公園とすることに決定した。 その後, 事業は

茅野市都市計画課の担当するところとなり,昭和 49年 11月 29日 に着工 し昭和 57年度完成を目標

に工事が進められて今 日に至っている。

下ノ原遺跡は, この用地内の東南端に位置し, またここが,昭和 53年度に開催 される国民体育

大会軟式野球会場に予定されているところから工事が急がれていた。

そのため,教育委員会では,昭和 49年 8月 から数度に亘 り踏査を行 ない,遺跡の範囲を明確に

すると共に文化財審議委員会を開催 して検討 した結果,記録保存することに決定 した。そして都市

計画課 と合議の上,調査費 276万 円にて教育委員会が委託 を受け,下 ノ原調査委員会を設置 して調

査を実施 した。

《調査委員会役員構成》

委 員 長  小 平 実 人

副 委 員 長  土 橋 芳 数

茅野市文化財審議委員長

茅野市教育委員長
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委   員  永 田 忠 次  茅野市議会社会文教委員長

″    小 平 善 幸  茅野市教育委員長職務代理

″    今 井 すみ江  茅野市文化財審議委員

〃    河ヽ 川 由加里      ″

〃    宮 沢   伝      〃

″   茅 野 慶 次    〃

″    木 川 千 年  茅野市教育長
〃    両 角   甲  茅野市都市計画課長
〃    枢 口 義 久  茅野市財政課長

調 査 員  河 西 清 光  岡谷東高等学校教諭  日本考古学協会員

〃    林     賢  岡谷市文化財審議委員    〃

″    宮 坂 光 昭  諏訪市文化財審議委員    ″

″    宮 坂 虎 次  尖石考古館主事       〃

事 務 局 長  木
'H 
千 年  教育長

事務局次長  上 原   寛  教育次長

事務局係長  矢 崎 久 治  社会教育係長

事 務 局 員  長 田   篤  社会教育係
″    岩 波 吉 春    〃

″    戸 田 外 史    ″

〃   福 田 洋 子    〃

″    宮 坂 虎 次  尖石考古館主事

発掘作業は,昭不日49年 10月 8日 に開始されて,12月 21日 に終了した。調査した面積は4,200

m2で,発見された遺構は住居址 10基 とピット16個 所である。

遺跡は,未買収の畑や水田があったため,発掘の順序にしたがって第 1区・第 2区
。第 3区 。第

・      4区 とし,それぞれにグリットまたはトレンチを設定して作業を進めた。

第 1区

 ゙      台地の南寄 りの平坦面に南北に通ずる農道と, これに交差する東西の農道がある。この農道を境

として東側は一段高い土手を築いて水田とし,南側はほぼ同じ平坦面の水田となっている。この交

差点の角の畑を第 1区 とする。桑畑と,一部に水仙,野菜が栽培されていた。この畑は総合スポー

ツ公園敷地の東南端にあたる。最初,発掘区の南部分は作物が残っていたため,その収獲後に2m×

36mの東西のトレンチを設定し,略々同時期の第2号住居址と第 3号住居址 を発見 した。 またグ

-5-



夕

第2図 地形図 (2,000分 の1)

リットの東北端から,前期初頭の第 1号住居l■ と,やや西に離れて木島式上器破片を出土する生活

面が発見された他は,発掘区中央部に住居址がなく, ピット6個所と独立土器 2個が発見されたの

みである。

第 2区

買収の遅れた第 4区の畑の北側で,第 1区のグリットを延長 して調査 したが,遺構は全 く存在せ

ず,遺物も殆んど検出されなかった。

第 3区

東西に通ずる農道の南側の水田である。 3区の東は一枚の大きな水田で薬師田と呼ばれ,遺構の

最 も集中する区域 と推定されるが,末買収のため調査の対象から除外された。現在 も水田として耕

作されている。

第 3区は 3段の水田で,こ のほぼ中央に 2m× 501nの東西のトレンチを設定し,地層および遺物

出土状態を調べた上,東側 2枚の水田を,ブル トーザーにより表土を排除したのちグリットを設定

して調査 した。地層は開田工事の際の削平 と土盛 り,そ の後の長年月の水田耕作により攪乱を受け

ていた。またもともと黒土層が深かったためか,遺構はローム層まで掘 り込まれることなく構築 さ

れたようである。第 4号 ,第 5号の住居址 と推定される2基の遺構 とピット10個所が発見 された

のみである。総 じて土器破片や石斧が黒土層下層から出上 したが,打石斧の出上の多いことが特徴
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的であった。

第 4区

セロリーが栽培されていて買収が遅れ,最後に残されていた畑である。セロリー栽培は土作 りが

最も大切 とされ, また深耕を要するので,遺構が攪苦しされているのではなかろうかと危‖具された力ヽ

黒土層が厚いためか,幸に第 6号・7号・ 8号 。9号 。10号の 5基の住居址を検出することができ

た。このうち7号住居址は花積下層の上器を出土した前期初頭の住居址で,他は中期の住居址であ

る。 6号・ 8号・9号共に褐色土層上部を床面 とするもので,プランの検出が困難であった。また

予想に反して住居址は発掘区の北に片寄って集中していた。

第3図 グリットおよび遺構配置図 (600分の1)

10月 8日 に鍬入式を挙行 して調査を開始 した本発掘は,第 1区・ 2区 。3区が 11月 14日 に終了

し,続 いて 19日 より川久保古墳の調査に入 り■ 月 22日 に終了した。その後,代替地 のことから

用地買収の進まなかった第 4区が,12月 に入りようや く解決し,栽培ハウスの撤去が行われたのち

12月 14日 になって発掘が開始された。すでに隣接地では工事が始まり,加 うるに寒気 と降雪のため,
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発掘作業は難渋したが,年末もおしつまった21日 にようや く予定した全作業を完了することがで

きた。この間,発掘作業に参加協力された下記の皆様に対し,心から感謝申し上げる次第である。

なお出土品の整理復原は宮坂篤夫,柳平嘉彦両氏の手を煩わした。

藤森和助,田 中文六,竹村良―,原田力,原田秀,原田はま子,原田七郎,牛山供吉,宮坂きよ

め,田 中君子,牛山はつみ,牛山けさみ,牛山ひでよ,牛山ます,両角一二三,牛山みつる,小

林幸,牛山たてみ,両角きよえ,自川巴,自川康恵,鵜飼幸雄,宮坂篤夫,原田富貴雄,小林せ

き子,矢崎弥太郎,原田富―,柳平嘉彦,宮坂直,茅野高等学校地歴部

1.住 居 址

第 1号住居址

第 1区東北端の農道沿いに位置する。 A'-2は ブル トーザーによる表土削除の際に若千の上器破

片が検出されたグリットで, これをr-3に 拡張したところ,礫石 と土器片の集積する箇所を発見

し,更に東道路際まで拡張 して調査 した。

集石はローム面より20cm高 い黒土層下層

で,同一 レベルにこの他 4個 の礫 と焼土が遺

存 したが,遺構 としては確認できなかった。

更に, この生活面の下約 20cmの ローム層

直上から関西系 と思われる薄手上器破片が出

上したので, この面を周囲に追求 したところ

人頭大の石―イ固を配する地床炉を発見し, ま

たここに一個体分の薄手土器破片カサヒ積 して

いた。これを中心 とした住居址で,平面形は

円形,径 3.3mであるが, 】ヒ部分は不明確で

ある。

床面は地床炉附近は比較的堅いが,ロ ーム層への堀 り込みが全 くなされていないため,壁および

柱址の検出が困難で,Pl・ P2・ P3と ,東および南側の壁のみが検出された。Plは深さ24cm,

P2は深さ30cm,P3は斜子とで深さは24 clnで ある。

地床炉の石を除去したところ,深さ45cm,35cmの 2個の小孔があり,石の下から薄手上器 1

片が検出された。

迫退
Ｉ
Ｅ
■

ｉ
ｌ
■

ｉ
ｌ
■

Θ
匈
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鰯 も
。       電Э

絡鶏ハ浄占

第 2号住居址

第 1区南農道沿いに発見された。第 3号住居l■の西約 6m離れて位置する。南北の径 5m,東 西

の径 4.8mの ほぼ円形を呈する。床面は比較的堅 く平であるが,西壁附近は若千傾斜する。ローム

第 5図 第 2号住居4L及 びピット2号 (80分の 1)

層への掘 り込みは浅 く,壁の高さは10～ 15cmで斜傾する。周濤は幅 も一様でなく,断続的に続 き

全周 しない。周壁に斜傾する小孔が穿たれ,床面にも小孔が多い。床面のピットは多く,いずれを

主柱l■ とするか決め難い。炉址は南東に偏 り,径約 40cmの小型方形石囲炉で,掘 り込みは浅 く床

面から約 10cmの深さである。炉内の北側に偏 り上器の底部が遺存 した。炉の北に径 65 cm,深 さ

44cmの ピットがあり,底部に石が遺存 した。貯蔵用のピットと思われる。土器は主 として炉の周

辺の覆土中から検出された。

第 3号住居l■

第 2号住居址の東 6m離 れて発見され

た。4.lm× 3.8mの 楕円形を呈する。床面

は堅 く,周壁に近ず くにしたがい僅かに上

り勾配である。周壁は高さ20～ 30cmで全

周 し斜傾する。周濤はない。周壁には斜孔

が等間隔に穿たれ, また壁裾から20～ 30

cm離れて垂直な小孔が多い。炉址は住居

址のほぼ中央に位置 し,床面を掘 り凹めて

上半部のみの上器を埋めた埋甕炉である。炉

の上に石があり, また床面各所に不規則に

∞
|

第 6図 第 3号住居址 (80分の 1)

♂ 3鋭l ⑬
。が 44。  戯

飴―g掃

c° 。留:。
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数多くの礫石が遺存した。出土品は土器破片が床上覆土から,かなりの量が検出されたが,復原で

きたものは3点 である。石器は磨石斧 1,打石斧 8,石匙 1,石錫:3が出上した。

第 4号住居址

水田として耕作されていた,第 3区南寄 りに発見された石囲炉を中心 とする遺構である。O-13

の地表下 100 cmの やや褐色がかった黒土層中に石四炉を発見した。石囲炉は 6箇の石 をもって東

l層

2層
3層

4層

5層

6層

|

第7図 第4号住居址 (80分の1)

を開口して囲んだもので,炭婿は混じっていたが,焼土はみられなかった。この周囲を次第に拡張

して,柱穴,周濤,周壁の発見につとめたが,黒土層中のため検出ができなかった。同一面からの

上器破片の出土は比較的多く,打石斧の出土も多かった。この炉の南西約 lmに ,炉址面 よ り 約

20cm深 いレベルに集石があり,凹石 i点 が遺存した。この面も周囲に拡張したが,住居址として

確認することが不可能であった。この区域は水田であったため,地層が他と若干異なり,第 2層 ま

では人為的なものである。即ち,第 1層 は20～ 30cmの厚さの黒色を呈する黒土層で,下層約 10cm

は稲の毛根に褐鉄鉱が沈澱付着して赤褐色を呈する。第 2層 は 18～26cmで,水日造成の際の盛土

で,やや褐色がかった黒土層である。第 3層 は18～20cmの黒土層,第 4層 は50～ 60 cmの やや

褐色を帯びた亜黒土層,第 5層 は45～48cmの層厚の褐色土層で,。 第 6層がローム層となる。石囲

炉および集石は,第 4層 の中層から下層にかけて遺存した。

写士西写」Tリ ノ_卜 ■学層 |
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第 5号住居址

第 3区の南側グリットの東端,東

の水田の上手に接 して発見された埋

甕を中心 とする遺構を第 5号住居址

とする。水田耕作面下 40cmの深さ,

ローム面より約 10cm上層の褐色土

層中に埋甕が発見され,同一 レベル

に焼土,配石等が遺存するが,床面

は軟弱で,壁および周濤は確認でき

なかった。 ピットは 7箇所検出され

たが,焼土を囲むPl・ P2・ P3・ P4

が 4主柱址 と推定される。

埋甕は43cm× 47cmの 楕円形に

口縁菩るがゆがみ, 頸菩Ьを9イ固の石で

③?鴫
°

強
聯。

鶴

Ωρ硯
O

鞄
P-2

囲んでいる。土器は上半部だけで高さ26cmで ある。石を除去して掘 り下げたところ,埋甕の周囲

は堅 く赤土がつめられていた。焼土は埋甕の南 60cmに ,径 30cmの範囲に堆積していた力ヽ 量は

余 り多くない。周辺からの石器の出土は多く,袂入部のある大型打石斧,半磨製石斧,異形大形石

匙の他,打石斧 6点が出上したが,土器は少なく,埋甕を除いては僅かな破片である。地層は,第

1層が厚さ15cmの耕土層,第 2層 は褐鉄鉱の沈澱した厚さ7cmの赤褐色変色土層, 第 3層 は約

30cmの層厚の黒土層,第 4層 は15cmの褐色土層で,以下ローム層に移行する。埋甕は第4層面

に遺存した。したがってピットの検出も困難で,P2・ P5・ P6は このグリットをローム面まで掘 り

下げてようやく検出した。

第 6号住居l■

第 4区の中央,A-11よ り上器片が検出

され, これを北に拡張 したところ土器破片

が堆積 していたが,炉l■ も焼土もなく,柱

址 と推定されるピットのみが検出された。

ローム面を床面 とするが軟弱で,土器は主

として中央の覆土中に堆積 し, また磨石斧

が維につきささって出上 した。ピットは9

個所検出されたが,位置および深さから,

Pl・ P2・ P3。 P4の 4主柱が想定 され,

P2・ P3に は壁に石が遺存した。

第 8図 第 5号住居址 (80分の 1)

第 9図 第 6号住居址 (80分の 1)
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第 7号住居l■

第 4区の D-13に発見された住居址である。径

3.5mの ほぼ円形を呈するが,南側の Plの 部分

が僅かに張出す形状 となっている。ローム面を床

面 とし,床面は堅いが余 り平坦ではない。壁はな

いが,全周する周濤により住居l■のプランが判明

した。中央からやや西寄 りに50cm四方に焼土が

堆積 し, 径 18cm, 深さ10cmの /1詈し1イ固が検出

され, この西の床面に凹石 1点が遺存 した。周濤

は幅 5cm～ 10cm,深 さ7cm前後で全周し, 周

濤内に小孔が穿たれるが,規則的に明確には検出

できなかった。ピットはPl・ P2,P3・ P4の 4 第 10図  第 7号住居址 (80分の 1)

個所検出されたが,柱穴 と思われるものはPl・ P2・ P3で周濤に接 して掘 られている。焼上の近 く

の床面から僅かに浮いて花積下層式に比定される尖底深鉢 3分の 1個体分 と,別個体の土器片が出

土 し,石器は石錫認 ′ミと凹石 1′ミだけである。

第 11図  第 8号住居址 (80分の 1)

第 8号住居址

第 4区の北寄 りに位置し,第 9号住居址 と僅か西

に3m離れている。地表下約 30cmの黒土層中に石

囲炉を発見して,こ れを中心に周囲に拡張 したが,

黒土層中の住居址のため壁は余 り明確ではない。径

3.5mの 円形プランである。床面は軟弱で幅の広い

周濤を全周し,柱穴は4主柱址である。炉l■は 8個

の河原石 を円形に囲んだ石囲炉で,炉底にも1個の

石が置かれ,そ の上に土器 1点が遺存 した。

第 9号住居址

第4区東北隅に位置する住居址で,地表下約 30cm

の褐色土層面に炉址が発見され, この炉を中ッふとして拡張 しプランの検出につとめたが,床面が褐

色土層面で軟弱のため,柱址,周濤,周壁共に検出が困難であった。炉址を中心 とした径 3.5mの

円形に近い隅丸方形の住居址 とする。周溝は南西部分の過半分にめ ぐり,柱穴は 6個であるが Pl・

P3・ P4。 P5の 4主柱址 と考えられる。炉址は 3個 の扁平な河原石で二方のみ囲んだ石囲炉で,炉

址内部の焼上の堆積 も少ない。炉址周辺に土器破片が若干堆積 していたが,総体的に遺物の乏しい

住居址である。

①③乳5  ェ

Ю―仙
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③ゴ醸
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第 12図  第 9号住居址 (80分の 1)第12図  第9号住居址 (80分の1)      第13図 第 10号住居址 (80分の1)

第 10号住居址

第 4区西端に位置し,発掘最終 日に発見された。経 5.5mの 円形プランの住居l■である。床面は

堅 く平で,周壁,周濤は全周する。壁の高さは西側は緩傾斜する地形に即 して低 く5～ 9cmで,北

壁および南壁は10～ 15cmである。周濤は幅広 くかつ深 く,最大幅は20cm,深 さは13～ 18cmで

ある。柱穴は,位置,形態および深さからP2・ P3・ P4・ P5。 P6・ P7の 6主柱l■であろう。壁か

ら20～ 30 cm離 れて等間隔に配列 し,いずれも楕円形を呈する。Plは 円形で周濤に接 し,PI P7

の間を入口部 とすれば,そ の右側に位置する。貯蔵庫的のピットであろうか。炉址は竪穴炉址で掘

り込みが浅 く,深 さ19cmで皿状 を呈 し,炉底に小孔が 5個 ,炉壁に斜孔が穿たれている。炉の南

側に径 5～ 10cm,深 さ15～30cmの州Чし16個 が穿たれ, この部分の床面は赤 く焼け, また焼土も

かなりの量が堆積 していた。周濤の北西部に壁を僅かに欠いて土器が 1点埋められていた。炉の西

イ員Jと ,焼土東側の覆土から多量の土器が検出された。また Plの南の住居址外の堆上に直立上器 1

点が遺存 した。

2.特 殊 遺 構

住居址以外の,特殊な用途を有すると思われる小竪穴は,全部で 16箇所発見された。これらの竪

穴はローム層への掘 り込みが比較的浅いものが多く,かつ,ロ ーム層上層が,ロ ーム塊が入り混じ

ったような堆積状態を示すため,竪穴内に更に穿たれた小孔の検出が困難で,中 には意図的に穿た

れたものか,或は自然の黒土層の浸透によるものか判断に苦しむものもあった。次にこれら小竪穴

-13-
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第14図 特殊遺構ピット (80分の 1)

について簡単に説明を加えたい。                イ

ピット1号 第 1区 J-8 東西経 90cm,南北径 80cmの不整楕円形を呈 し,深 さ20cmの タ

ー 14-
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ライ状で,底部に小孔を有する。南北に張 り出し状の掘 り込みがみられる。

ピット2号 第 2号住居址の東 50cm離れて位置する。大小 2箇のピットで,大 きい方は径 110

cm,深 さ20cm,小 さい方は径 60cm,深 さ20cmで,共 に円形を呈する。大 きいピッ トの底部

には 2個の石が重なって遺存 し,底部に小孔 と,壁に斜孔が穿たれる。堆土より下島式上器破片が

検出された。

第15図 特殊遺構ピット (30分の1)

ピット3号 第 1区 D-15 77cm× 63cmの 不整楕円形を呈す。深さは25cm。 壁 は傾斜 して

底部はほぼ平で,底 に小孔 と壁に斜孔 を有する。

ピット4号 第 1区 F-15 65×75cmの 不整円形を呈 し,深 さ8cmと 極めて浅いピットである。

皿状の形態で,底部,壁に不規則な珂弩しがある。

ピット5号 第 1区 L・ M-6 90× 80cm,深 さ18cmの不整円形を呈する。壁は横にひろがり,

壁裾に小孔がある。

ピット6号 第 1区 B-9 105×85cmの平面形楕円形を呈する。深さは26cmで,壁 は傾斜 し

底部はほぼ平である。底部とピットの周辺に河ゞ しがある。覆土上部に一個の河原石が遺存 した。

ピット7号 第 3区 A-13 径 ■Ocmの ほぼ円型を呈 し,深 さは23cmで,壁 は直壁 である。

覆土より下島式上器が検出され,壁上に小石が遺存 した。壁裾に濤 と小孔が穿たれている。

Q
⑬ 上

①

特殊遺構ピット (30分の 1)
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ピット8号 第 3区 D-12 110×98cmの楕円形 を呈 し,深 さ24cmの皿状のピットである。

底部およびピット東側に刀弩しが穿たれる。
.

ピット9号  第 3区 D-6 深さ14cmの不規則な形状 を呈するピットで,人為的なものか どう

か不明といわざるを得ない。

ピット10号 第 3区 F-12 長径 96cm,深 さ 14 cmの不整円形のピットで,壁に斜孔,底 に

小孔が穿たれる。覆土中に土器上半部が遺存 した。

ピット11号 第 3区 M-1 80× 70cm,深 さ45cm,平面形は楕円形を呈 し,壁は直壁に近い。

底部は平である。

ビット12号 第 3区 M-3 58cm× 50cm,深 さは36cmで壁は傾斜 し,底部は平である。壁

に斜孔 と,底部に小孔が 1個 ある。壁際上に石が 4個遺存する。

ピット13。 14。 15号 第 3区 M-8,M-9に 発見されたピット群で,こ の他に 3個の小ピット

と,不整形の掘 り込みがある。ビット13は深さ55cm,径 50cmの 円形を呈 し,隣接 して 3個の

深さ16～25chの浅いピットがある。ピット14は径 95cm,深さ25cmの不整隅丸四辺形で,底

部は皿状 を呈 し,底部 と壁に小孔を有す。ビット15は径 55cm,深 さ12cmの皿状 を呈 し底部 に

小孔を有する。ピット14の覆土から,下島式上器破片が検出された。

ピット16 第 3区 0-3 連続する2個 のピットで, 平面形は 100 cm× 70cmの長楕円形を呈

す。深さはそれぞれ 25cmと 30cm。 壁は直壁に近 く,底部に小孔がある。

1.土   器

出土した上器は,前期初頭に編年される一群,前期未葉の下島式,中期の各形式,後期の堀之内

式に比定されるものの四期に大男Uさ れる。

(1)前 期初頭

第 1号住居址出土土器 (第 16図 1・ 12)

1は地床炉の石の下から検出されたものである。山型の日縁部破片で,全体の器形は不明である。

色調は灰褐色を呈し,細かな雲母粒を僅かに含み,焼成は堅級である。炭化物を付着する。厚さは

5mm。 口縁部に沿って二条の三角形刺突陰刻文を深 く施文 し, このために幅 1.2cmの複合口縁の      ・

様な状態を呈している。この下が再び隆帯と刺突の文様帯となる。12は住呂址焼土上に堆積 して

出土したものである。推定復原口径 39cm,高 さ26cm,日 頸部の内曲する鉢型土器である。厚さ

5mmで ,色調は灰褐色乃至責褐色を呈し,焼成は良好である。複合口縁で,こ の下に半割竹管に

よる連続刺突文が 1条 と,浅 くてやや太い平行沈線が施文される。また外曲する胴部に箆状工具に

Ⅳ
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第16図  第 1号・第7号住居址出土土器 (1～ 11-2分の 1,12～14-3分の1)

る斜行平行沈線が付される。胴部以下は無文である。

C-3・ 4,D-3・ 4グ リット出土土器 (第 16図 2～ 11)
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第 1号住居址の西約 6m離 れて,褐色土層面に焼上の堆積があり, この周囲から検出された土器

片である。2～ 9は ,灰褐色または明るい褐色を呈 し,木島式に比定される細線文指痕土器の‐群で

ある。2・ 3は 口縁部破片。 2は厚さ4mm,焼 成は堅い。日唇に櫛状の竹管により押え引いたと思

われる引掻文があり, このために押 しつぶされて,隆帯の如 き状態を呈する。これに半割竹管によ

る斜行平行条線がつけられるが,波状に貼付された細い粘土紐 を同時に押さえ引いている。内面に

は指痕が著 しい。 3は 口唇に2条の引掻状細線がみられ,器面に鋭 く細い斜行沈線文が施文される。

4～ 8は胴部破片で雲母を僅かに含み,厚 さは 2～ 3mmと 極めて薄 く,内面に指痕の凹凸が著しい。

貼付された粘土紐は,細線文押引きのために扁平につなれている。10は 明るい褐色を呈 し,器厚は

やや厚 く6mmで ,焼成も良い。横走する貝殻条痕文が施文される。11は厚さ 12 mmの 含繊維無

文土器破片で,色調は黒褐色を呈 し,繊維の含有はそれ程 夕くない。焼成も比較的よい。

第 7号住居址出土土器 (第 16図 13・ 14)

第 7号住居址からは土器はこの 2点以外には小破片も検出されなかった。13は床面に密着 して出

土した。複合口縁の尖底深鉢土器で,口径 30cm,高 さ28.8cmで ある。繊維を分量に含有 し,特

に器内面に繊維痕の空隙が著 しい。器厚は10 mmで,黒褐色 を呈 し,焼成はもろい。複合の口縁

部から底部まで,粗 い単節羽状紀文が施文されている。尖底は僅かに丸みを帯び,胴部はゆるく内

弯 している。14は破片から器形を推定したが,13と 同じ尖底土器 と推定される。 明るい褐色を呈

し,繊維をかなり含有するが,焼成は比較的よい方である。厚さ12 mmで, 単節の斜紀文が施文

される。

(2)前 期末葉 (第 17図 ・18図 )

1区 。3区・4区の各グリットから散発的に検出されたが,特に第 2区の道沿いの トレンチ附近

が多かった。下島式上器 として分類されるもので 168片 が出上 した。

1～ 31は竹管による条線文 を地文 とし, これにボタン状突起や結節状浮線文の貼付された土器で

ある。 1は内届する口縁菩卜破片で,内面は明るい責褐色 を呈 し,赤色塗料 を施 した痕跡がみられる。

内届する口縁にやや大 きめのボタン状突起を付 し,屈曲部から下にかけて,平面形が紡錘形の稜線

のとがった突起が貝占付される。2・ 5は器面に直接に竹管結節状文が施されている。10～ 27・ 22・ 23

は太めの結節状浮線文で,浮線は多くは直線的である。20。 25～ 31は繊細な結節状浮線文で,器面

に直接に結節状沈線文 を施文 したもので,34・ 35。 36は弧状に密に施文する。37～ 43は沈線文 ,

44は箆切浮線文土器である。
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第18図  前期末葉土器拓影 (2分の1)

(3)中   期

第 2号住居址出土土器 (第 19図 1～ 20)

完形品は出上 しなかった。 1は暗褐色を呈 し,胎土に砂粒を含み焼成は余 り良 くない。隆線と連

続刺突文により文様を構成する。2～ 6は隆線とこれに沿 う連続爪形文,三角形刺突文により文様を

構成したもの。8・ 9は同一器体破片で,黒褐色を呈 し,隆線による区画内に,列点状連続刺突文を

充填する。7は輪積みの痕跡を残す無文土器。 11・ 12は 口縁部破片で,口縁に半割竹管による三条

の平行浮線文 を施文 して, その下に三角形の刺突文が‡甲捺される。13～ 18は胎土に雲母 を含み,斜

紀文 と平行沈線文の施文されたもの,19。 20は半割竹管による平行沈線文土器である。

第 3号住居址出土土器 (第 19図 21～ 24,第 20図 )

ほぼ復原されたものが 3点ある。拓影 21は灰褐色を呈 し雲母および石英粒を含有する。 22は赤

褐色を呈する厚手の上器で隆帯上にも斜縄文が押捺される。23は その胴部破片。24は 環状把手が

つけられている。第 20図 1は暗褐色を呈 し,焼成は良い。口縁の外傾する筒形土器で,隆帯による

区画内を爪形文,三角形刺突文を充摸 して文様を構成する。 2は黒褐色乃至赤褐色を呈 し, 白い砂

粒を含み焼成は余 り良 くない。口縁部の 4個所に対称的に突起を付 し,連続刺突文による文様帯は

口縁部にかぎられ,胴部にはみみず状の浮隆文 を貼付する。

第 4号住居址出土土器 (第 21図 1～ 10)

石囲炉を中心 とした周辺から検出されたもので,1～ 5は炉址面下層から,6～ 10は炉址面から出

土 した。前者は中期最盛期,後者は中期後半に編年されるものである。

第 5号住居址出土土器 (第 21図 ■～14)

14は石に囲まれた埋甕である。胴下半分を欠損する。色調は明るい褐色を呈 し,焼成は普通。口
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第 20図 第 3号住居址出土土器 (6分の 1)

径 37.8cm,現高 25.5cm。 口縁部は内弯 し, 4条の波状粘土紐を貼付 して加飾する。頸部の隆帯

から5箇所に粘土紐文を下垂する。

第 6号住居址出土土器 (第 22図,第 23図 1～20)

完形のものはなく,1・ 5。 13がほぼ器形の推定できるものである。 21～ 26は第 6号住居址の南

側の褐色土層面からまとまって出土 したものである。

第 8号 。第 9号住居址出土土器 (第 24図 1～ 11)

第 8号 。第 9号共に遺物は乏 しく,1～ 6が第 9号より,7～ 11が第 10号 より検出された。

第 10号住居址出土土器 (第 24図 12～20,第 25図,第 26図 )

住居址覆土中より夕量の上器が出土 した。器形の推定できるものは図示 した 14′ミである。 第24

図 18。 20は小型の台付土器,19は小型深鉢である。第 25図 1は胴部の片側のみに縦に長 い環状

の把手を加飾 している。4・ 8は大型の貯蔵形態の上器である。5は対称的に立体的把手を加飾した

深鉢で中期末葉前半の加曽利 1式に比定される典型的な装飾土器である。6は 口縁部に波状渦巻文の

粘土組を貼付 した浅鉢。7・ 9は全面に粘土紐文を貼付加飾 した同型態の甕型土器で,9の胴部には

繊細な継糸文が施文されている。 10。 11は小型深鉢,12は小型広口甕形土器,13は環状把手付の

無文土器である。
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独立土器 (第 2o図 14,第 27図

'14は第10号住居工の北西菩Eの壁を欠いてH―ム層中に違めオれていた。口縁部も底脚部も欠除

する。糧雑な作りで胴下半の器面は1赤褐色を呈し凹凸が多い。

第27図 1は lo;ピ ット内に遣存した土器で胴部下半を欠春,日縁部.を壮土紐と,これに沿う爪

型連続刺突文により文様を構成する。

2は第 3区のF-4-グ リット出土|の独立土器,3は第 1区のN=12の裾色主申に直立して発見さ
れ.た上器で,略 完々形に復原された。

4は第1区のk-8グリットから出主した上器である。簡素な沈線丈とぅ底部に網代魔がつけら

れた中期終末期の河、型深鉢で
―
あるす

(4)後 期 (第 28図 )
第1区および第3区より1検出され.た。すべて堀之内式に比定されるものである。10は第1区の南

側農道冶いトレンチかち検出された独立上器4表 上下23c4の浅いところに遺存した。
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第 24図 第 8号 。第 9号 。第 10号出土土器 (3分の 1)
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第 25図  第 10号住居址出土土器 (6分の 1)
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第 26図  第 10号住居址出土土器 (6分の 1)
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第 27図  第 10号住居址出土土器 (6分の 1)
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第 28図 組文後期土器 (3分の 1)
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2.石 器

第 1号住居址 (第 29図 1～ 5)上層の縄文中期土器破片 と共に 5フミの打石斧が出上 した。 1は

粘板岩で側縁の調整手U離は少ない。2・ 5は砂岩,3。 4は頁岩製である。

6～ 12の打石斧・磨石・凹石は第 1区の各グリットから出上した。 6は E-4の木島式上器 に伴

出したサヌカイト様の石質の横刃型石器である。裏面はほぼ平で,片側縁のみを両面に加撃禁J離 し

ている。

第 2号住居址 (第 29図 13～ 18,第 36図 10・ 11)図示 したものの他打石斧の破片 2点が出土 し

ている。13は青色をした砂岩系の遠州式磨石斧。上端 を断折 し,両側を敲打 して袂入部を作出する。

14・ 15も 同一石質で,15は左側縁を誠打 して袂入部を作出する。16,18は 頁岩製で,18は使用に

よる刃部の磨減が顕著である。17は黄白色の頁岩で,石質がやわらか く風化が著 しい。 第 36図 10

は石鏃 破片,■ は争」片の縁片を僅かに調整 した削器様の石器である。この他亀甲状の黒曜石塊が

出土 した。

第 3号住居l■ (第 30図 1～ 9,第 36図 5～ 8)磨 石斧 1,打石斧は破片を含めて 17点 ,石錫認 ,

石匙 1が出上 した。 1は緑泥片岩の遠州式磨石斧で,刃部両面を欠損する。2,5～ 9は頁岩製, 3

は砂岩製である。 4は特異な石器で,安山岩の原石の片面のみを周縁から加撃系じ離 している。36図

6は脚の長い石鏃 , 7は粗製の三角鏃 , 8は准岩製の維型石匙 である。

第 4号住居l■ (第 30図 10～20)石囲炉の周辺から打石斧は破片を含めて 17点 が検出された。

完形に近いもののみを図示 したが,■ が砂岩の他はすべて頁岩製である。 10。 11・ 16は 炉址面よ

り下層の出上である。18は石匙であるが調整加工は少ない。

第 5号住居l■ (第 31図 1～ 11)石 で囲んだ埋甕の周辺から出土 したもので,半磨製石斧 1, 大

型石匙 4,打石斧は破片を含めて 15点 出土 した。 1は質の余 り良 くない緑泥片岩系の石質 で, 全

面を高党打により粗 く調整 し,先端刃部を欠損する。図示 した打石斧のうち, 4が砂岩で,他は頁岩

のため風化手J落が著 しい。 8は砂岩製の維型石匙でつまみは小さい。 9も 縦型で頁岩製,つ まみは

長 く袂入部の加工は浅い。10は砂岩で,裏面は平な一次的辛J離面。表面の大半に原石面を残す。粗

く扶入部を作出し,崇J離により生じた斜めの先端縁 を刃とする。右側縁には比較的細かな調整 を施

す。■ は頁岩で,つ まみの部分が刃部 と同じ位大 きく横に張 り,袂入部は深 く切れ込む。特異の型

態の横型石匙である。

第 6号住居l■ (第 31図 12～20,第 32図 )1は 大型磨製石斧で褐色土層中に縦につきささって

出上 した。緑泥片岩製で,基部の断面はまるく,刃部は蛤状 を呈する。基部は毒え打調整のあばた状

の凹みを残 し,刃部はよく研磨されている。打石斧は図示 した他に 14点 の欠損品が出土 している。

14・ 17・ 19が砂岩で,他は頁岩製で風化による磨減が著 しい。第 32図 1～ 3が石匙で, 1は 緑色

を呈する砂岩様の石質で,先端が尖 り,袂入部が左右非対称である。 2は制片を袂入部のみ僅かに

調整を加えて石匙 としたもの, 3は灰茶褐色の柔 らかい頁岩製である。 4は小型石皿で,石質はぼ

ろぼろした比較的軟い安山岩。皿部の底 と裏面に設打による調整痕を残す。 6は 安山岩の円盤石器
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で,周縁を粗 く欠いて略々円形に整え,表面は磨って平 としている。6～ 12は 凹石である。

第 7号住居l■ (第 36図 1・ 2)図 示 した 2′点の石鏃 の他,凹石 1′点が出土 した。 (第 32図 13)

石族 は片面は扁平にちかく,先端 を鋭利に調整するが,ず んぐりした形態のものである。

第 8号住居址 (第 33図 1～ 14)11よ小型の定角式磨石斧で,石質は粘板岩,基部 と刃部 を欠損

する。 2は緑泥片岩製の棒状に近い磨石斧で刃部を欠損する。 4は砂岩製, 5は 頁岩製である。 3

は調整は少ないが石匙の機能をもつ石器である。6～ 14は磨石および凹石で 11・ 12は 両面 に大き

な凹みを有する。

第 9号住居址 (第 33図 15)撥形の打石斧 1点である。砂岩製で裏面は平で,表面の刃部に原石

面を残 している。

第 10号住居l■L(第 33図 16～20,第 34図 1～7)磨 石斧 1′ミと打石斧は破片を含めて 21′点出土

した。 16は青灰色を呈 した硬砂岩質の石で, 紡錘形を呈 し, 蛤状の刃である。頂部は平で磨かれ

ず,加撃による予J離痕がみられる。第 33図 17・ 18,第 34図 3,4は砂岩製で,他は頁岩製,17は

撥形を呈 し,17'18・ 20,第 34図 1・ 6は刃部が使用により鈍磨 している。

第 3区 (第 34図 8～ 25,第 35図 )第 3区は水田として耕作されていた区域であるが,遺構外の

各グリットから多量の打石斧・凹石・磨石が出上した。打石斧は図示 した完形品の他に18点の破片

が検出されている。 8は蛇紋岩系の定角式磨石斧で,両端を断折する。 9は緑泥片岩の大型の短冊

形石斧である。裏面は全面を祭J離 し,表面は先端部分を剖取して刃部を薄 くし,基部に近い面に原

石面を残す。側面形は僅かに弯曲する。10は小型で浅い狭入部があり,刃部両面に磨痕がある。11

は砂岩製で 10と 同形態のものである。水田であったためか,頁岩製のものは特に風化により磨減

が著 しい。29・ 30は駐岩製の横形石匙である。31～ 43は磨石,凹石であるが主なもののみ を図示

した。第 36図 14は硬玉製の飾玉で,両面を平に研磨 し,孔の部分が欠損 している。第 3区の中央

に設定したトレンチの東端から検出された。
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第 36図 石錫静 石匙・崇1片石器 (2分の 1)

今回の調査で当遺跡から発見された住居址は, 紀文前期初頭に属するもの 2基,中期の住 居 l■

8基である。前者の住居l■ 2基の発見は,茅野市内において,米沢の駒形遺跡,丸 山遺跡に続 く

もので, また,本年湖東の県営住宅地中大塩団地内の中村遺跡において 1基が発見されたので,併

せて 5例 となる。これらの住居址は当遺跡の第 1号住居址を除いては,形態,規模に若干の相違は

みられるものの,構造についてみると,地床炉であること,周濤をめ ぐらし,周濤内に小孔,斜孔

がほぼ等間隔に穿たれている点に共通性が認められ,基本的には同一構造の住居l■ ということがで

きよう。

第 1号住居址については,ロ ーム層への掘 り込みが全 くなされていなかったので,明確な構造は

把握できなかったが,炉 l■は小石 1個 を配 した地床炉である。第 1号址 と第 7号址は約 45m離 れ

て位置し, また出土土器の型式もちがうので,時期的に前後するものと考えられる。即ち,第 1号

址出土の土器は無繊維薄手の爪形文沈線文土器で,第 7号 l■出土の土器は繊維 を含有する縄文の施

文された尖底土器である。この繊維土器は花積下層式に比定されるものであるが,中部山岳地帯にお

いては一般的には木島式土器が共伴するが,第 7号址からは木島式上器片は全 く検出されなかった。

第 1号住居址の西側から検出された木島式上器片は, 1片 の貝殻条痕文土器 と無文の繊維土器を

伴出した。ここからは焼上が検出されているから生活l■ と考えられるが,出土状態から定着的のも

のではないだろう。むしろ第 1号l■ との関連が想定される。

中期に入り,その前葉に属する住居址第 2号址,第 3号址が6mの間隔で隣接 して発見された。

住居址の形態および出土土器から, ほぼ同時期に営まれた住居l■ と思われる。 2号址は小 型石 囲

炉で, 炉中に無文の土器底部が直立 して遺存 し́, 第 3号址は埋甕炉である。 両者共に周壁に斜孔

を有し,床面に分くの小孔が穿たれていた。

めとまV
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第4号・5号・ 6号・ 8号・ 9号 。10号は中期中葉から後半に属する住居址であるが, 第 10号

址を除いてはすべて黒土層下層から褐色土層面に床面が構築されたため,柱 l■・周濤・周壁等の検

出が困難で,そ の構造を確実に把握できなかった。第5号址の石で囲んだ埋甕は特殊 な遺構である。

第 6号址は中期中葉の上器片をかなり多量に出上したが,住居l■の中心となるべき炉址を欠除し,

焼土も発見されていない。

第 10号址はローム層に掘 り込まれた典形的な竪穴住居址である。炉は竪穴炉で,底部に小孔が

穿たれている。これとは別に,竪穴炉の西部分の床面が赤 (焼け,焼灰が堆積 しており,地床炉と

して利用されたものであろう。これにも刑ゞ しが穿たれている。また土器の出土状態は,北西部周濤内

の埋甕を除いては覆土中に包含され,そ の出土状態は住居址廃絶後に投棄された様相を示していた。

そしてこれらの上器は,周濤内の埋甕より時期的に後出の土器である。埋甕は,中期後葉の住居址

内の埋甕とは位置的にもまた用途についても異なるものであろう。

ピットは16個所発見されたが,深さ45cmの ■ 号,55cmの 13号・15号,最も深いものが14

号の95cmで,他のものは極めて浅 く20cm前後である。黒土層の堆積が厚 く,当時の地表から掘

りこまれた竪穴の,底部のみを検出する結果となったためであろう。

さて,おわりに今回の調査においては,遺跡の中心と推定される湧水に最も近い水田,俗称薬師

田の調査を欠除し, また発見された遺構も,黒土層から褐色土層にかけてのものは後世の攪乱もみ

られ,遺跡全体の集落構造を究明するまでには至らなかった。しかし前期初頭の住居址 2ヶ 所が発

見されたことは,その出土土器と共に,更に今後の資料の増力口を快ってあらためて検討を加えたい

と思う。また,下ノ原遺跡は前期終末の下島期,中期前葉から終末,そ して後期堀之内期に至るま

での長い期間にわたり生活の場として利用されたことが明らかとなった。
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1.発掘の経過

茅野市総合スポーツ公園用地内に,石刀ヽ屋 。川久保の 2古墳が存在することは,諏訪史第一巻に

より周知されていたが,墳丘も崩壊 しかつ石室 も失われてしまった今日,そ の位置も不明確 となっ

ていた。このうち,石小屋古墳は戦後果樹園を作 るために石室が撤去されたことが判明したが,'II

久保古墳は林の中に埋没して墳丘 も消滅 し,地元の古老二・三が僅かにその位置を記憶に止めるの

みであった。たまたま下ノ原遺跡発掘調査中に,ス ポーツ公園内道路開設のため,林が伐 り開かれ

たので現地調査を行 なったところ,小石が集積散乱 してやや盛 り上がった箇所が発見され, ここが

川久保古墳の位置であるとの推定が下された。その後,工事のブル トーザーがこの上を通過 したた

め,土中から僅かに奥壁の頭部が露われて,石室の一部が残存していることが確実視され,急遠,下

ノ原遺跡調査事業の一環 として発掘 を実施 した。そして石室の下部構造が残存していたために埋没

して保存することとし,道路も最初の設計を変更 して僅かに南に寄せられることとなった。

発掘作業は■ 月 19日 に開始されて 12月 7日 までの間,断続的に行なわれ,翌 50年 4月 に宮坂

光昭氏により測量が実施された。 (宮坂虎次 )

第 37図 川久保古墳附近地形図 (2,000分 の 1)
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2.墳  丘

本古墳の位置する地形は,長峰丘陵を南方に,北方には上川を持つ,両者にはさまれた場所で,

荒神部落下方で派生した舌状台地の末端に近 く, この舌状台地 と並行 して,川久保川が流下 し, 上

'IIに

合流 している。

この舌状台地端 で川久保川に面 した,南斜面に川久保古墳が築造されているが,古墳の前方,す

なわち南イ貝1に長峰丘陵が,荒神から宮川茅野へ走行 し, 日前には長峰中学校,茅野高校がみえる。

川久保 と言う地名のように長峰丘陵と, この舌状台地にはさまれた窪地で,温暖な場所である。
地元民の古 くからの言い伝えでは,川 久保古墳 と,上方の荒神部落のすぐ下方にある,下 ノ原遺
跡北端の 2基の古墳 (下ノ原 1,2号墳)力汝日られていたが, いづれも破壊や盗掘されている事が

知られていた。現今はこれから3基の古墳の位置すら不明確 になっていたが,今次調査により,調

査に参加 した老人達によって知る事が出来たのである。なお川久保古墳は,ス ポーッ公園の取付道

路工事によって, その一部が判明したが,道路の設計を変更 して調査清掃をする事が出来た。

墳丘はすでに内部構造が破壊 されていたため,マ ウンドはほとんど判別できない状態であったが

しかし現地を詳細にみると,緩斜面上に,僅かに地ぶ くれ状に盛上 リカ洋」る。

古墳の位置する部分の地層は,黒上が80な いし100 cmあ って,そ の下層は河床礫層が厚 く堆積

している。古墳の入口から道路を約 5m掘 削して作ったが, その断面は表土を除いて,厚 い河礫層
であり,旧川久保川の氾濫原であったことが判る。 したがって,古墳は現今流れている川久保川に

面 し,築造されたことになる。 (宮坂光昭)

3.石    室

発掘清掃 した石室の状況は,東側壁が入口から約 2.5m辺まで持去 られたり,移動したりしている。

そのほかの部分は,基盤石から,多い部分で 3段,約 lmの石積が残されていた。 したがって,石
室底には幸いにも平 らな円礫が一面敷 きつめられた状態で,遺存されていた。

石室の規模は,全長が5.Om。 奥壁部での幅は1.27m。 中央部で1.60m。 入口幅は約 1.40mであ
り,石室内の高さは現存する最 も高い部分で,約 lm程度 しか判らない。ただし石室底面が, 奥壁

部から入口にかけて,約 5° の傾斜をもって下っている事がうかがえるが, 自然沈下か,人工的に構造

したかは, にわかに決定しがたい。主軸方向は S13°Eの南東に開口している。

これらの点から, この古墳の石室の形態は,羨道部を持たないいわゆる無袖式の長方形石室である

が,中央部分には, わずかであるが胴張を有する形である事が知られるものである。

この石室の構築法をみると,奥壁の右側に 1× 15mの大 きな鏡石 を据えている力ヽ この鏡石は山
石のようであり,内面に手J離痕がみられる力、 人工的なように観察される。この山石を除けば, そ
のほかの積石は,すべて長楕円形の河原礫で,持送 り式に積んでいる。

石柳の裏づめには,河原の礫 を用いており,左右壁裏はあまり厚 くない力、 奥壁の裏は約 lmの

厚さ全 裏づめしている。この詰石から1.10mの間は石が少なく,再び外周する石積みがなされて
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i①

川久保古墳石室実測図
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いる。

石室の西 と北方への トレンチによる所見では, 2帯 になる外護列石 が,不整列 に河原石 によって

並べ られていた。奥壁裏側から外周する積石 までの距離 は 4mで ある。 (宮坂光昭 )

4.副  葬 品

副葬品の数は,極めて少なかった。石室の破壊 と同様,古 くから盗掘にあったものであろう。

① 2q3児
q5
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】

0                               1o

第39図 川久保古墳副葬品実測図 (2分の1)
1刀子 2～■鉄錫( 12耳環 13～ 15丸玉

(1)は 刀子であるが,切先部分は腐蝕が著しく,全長は不明である。茎部分は,5cmで 背厚 が

4mmあ る。関は片関であるが,刃幅は 1.5cm以 上あったようである。刃の背は平棟式で5mmあ

る。関の際には鞘口金具が銹着 したままである。

(2)は片刃形の鉄鏃 で,全長 16cmあ る長頸の金族であり,顎部 と茎部の境に棘状 の突起が作ら

れている。いわゆる棘箆被金族 (き ょくのかつぎぞく)形式である。

刃部は 2.2cmの 長さの片刃形で,頸部は長いが,そ の断面は矩形をなし,茎部も断面は上方で

四角。下方は円形 となり, そこには木質部分が銹着 している。

(3)と (4)も 片刃鉄鏃 の,頸部で折損 したものである。この方は(1)と 比べて,刃部が 3.5cm

もある長い片刃である。頸部も断面矩形の部厚い, しっかりした作 りである。

(5)は 15.2cmの ,柳葉形をした刃先の鉄金族である。全体に銹が著 しいが,刃部断面はカマボコ

形。頸部は厚手の矩形。茎部は四角形 と丸形をしている。
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(6)は刃先が銹で激 しくいたみ,判断に苦 しむが,ッ クシの穂先形をした鉄鏃 と推定される。頸

部は薄い長方形の断面。茎部は方形 と丸形の断面で,竹状の木質が銹付いている。

(7)は頸部の折損品で,上下端の状態は不明である。

(8)も 頸部 と茎部分のみで,刃先の形は不明である。茎部分には,木皮状の巻いたものが良 く残
っている。 この鉄錫〔も,茎 と頸部 との境に棘状突起のある,棘箆被錫こといわれるものである。

(9)は金族の茎部分であるが,銹が著 しく,そ れ以上は不明である。

(10)と (11)は鉄鏃 の下方部分の折損品である。いずれも,棘箆被θ族形式のものである。

(12)は 環であるが,緑青 をふいた小形のものである。ややつかれた円形であって,そ の断面も楕

円形をしている。かつて金銅鍍金がなされていたものかもしれないが,今は金色は少しも見えない。
地金は鉄製ではないから,銅地かも知れない。

(13)～ (15)は ,丸玉である。黒茶色をしており,練玉製である。

そのほかに,弱咄の質のよくない原石 (4cm大の球形)があるが,当地方古墳の終末期に,海浜

石など発見される例があるが,意識的なものか,偶然に入 りこんだかは, まだ不明確の段階である。

(宮坂光昭 )

5.考 察

川久保古墳は発掘清掃の結果,墳丘は削平されており,石室もまた上半分は破壊され,あ まつさ

え,副葬品はわずかに残る状態で盗掘をこうむっていた。そうした不利な条件をわずかに救って く

れているのは,石室の基盤石は大半が残されていて,平面プランが半J明するという点である。

副葬品は腐蝕の著 しい鉄錫〔が主であるが, これも,一つの手がかりをあたえてくれる資料であろ

う。

石室についてみると,羨道と玄室部分の区別のない,長方形の小形であること。これはすでに論

じたことがあるが,当地方古墳の石室形態の変遷によると,両裾式の,玄室 と羨道の長い形から,

片袖式石室→無袖式 (長方形石室)へ と,羨道部分を省略する様相が知られている。この長方形刀ヽ

形石室例は,岡谷今井長者蔵古墳形と呼称するものが相当し,古墳最終末に属すものと考察される。

石室の石積は,河原石によるもので,持送式という,ア ーチ形になる。すなわち石室の上方へ行

くほどせまくなり, ドーム状 となる手法をとっている。石材は近 くに河原石を利用できる点, これ

を用いている。鏡石については,山石 を割っているが,切石的な手法を用いた例は,当地方にまだ

確認 していないが,古墳の先進地では,後期古墳の大形石室に広 く用いられている7世紀以降の技

法である。

石室の平面プランによると,中央部に胴張 り手法がみられるが,後期末になると,群馬から佐久

地方の古墳に頭著に認められるもので,古東山道筋で通ずるこれら地方には,注意すべきものであ

ろう。

石室の外周に 2列 の外護列石帯が認められたが,舌しれた積み方のようで,王経塚古墳の形式から
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の流れをくむものであろう
(2と

以上石室について 4フ点から考察をし,近接の古墳例を参考にすると,王経塚古墳に近似するもの

である。ただし,石室の平面プランで判るように,王経塚古墳の片袖式石室に対 し,川 久保古墳は

無袖式の長方形 をとっており,王経塚古墳 (7世紀後半)よ り後出する古墳 と考えられる。

副葬品では鉄錫くがもっとも多いが,それは尖頭式鉄鏃 のみで,そ のうちわけは,片刃金族 3本 ,

柳葉形金族 2本であり,特に注意さる点は,茎部分の断面円形で,木質の銹着 していることは,竹柄

への装着が仕易い事 を考えており,奈良朝の正倉院蔵の矢 とよくにている。

また箆被の長いのも,正倉院御物の矢 と同例である。

王経塚古墳から鉄金族についてみると,片刃金族が多くなってくる事。棘箆被鏃 形式も増加する傾

向にあり,こ れが,時期の降下する例になる事も考えられるが, さらに例の増すのをまちたい。

刀子,金環,丸玉は王経塚古墳例 と類似 し, これに鉄金族 を加えると, 同形の副葬セットとなる

が,両者の古墳築造の時期の近接する事をうかがわせている。

以上の少ない諸資料からの考察をまとめると,王経塚古墳より後出する古墳 ということができよ

つ。

茅野市の古墳群 を,湖盆東縁古墳群 として把握 し

てみるとき, そこには, 自然立地によって区割され

る古墳群が,永明寺山麓古墳群 と,上川河床古墳群

それに長峰丘陵古墳群の 3群にグループされる9と

川久保古墳は,下 ノ原 1号, 2号墳 とともに,長峰

丘陵古墳群に属するものであるが,長峰古墳群は,

3群の古墳群中, もっとも後出する古墳群に)と考ヘ

られている。すなわち,長峰古墳群は,無石椰墳が

多く, これは,古墳の終燻期 として考えているもの

で,墳丘は造るが, その内部主体の石室は, もう構

築することなく,木棺直葬かあるいは木構周囲に列

①
上
川
河
床
古
墳
群

1,一の坪古墳
2.塚ノ越古墳
3.大射原古墳
4 姥塚古墳
5 大塚古墳
6.王経塚古墳

⑥

永

峰

古

墳

群

7.四 ツ塚古墳,A, B, C,D
8.上ノ山古墳
9.金鍔塚古墳
10.雨降塚古墳

11.田 沢沢古墳

12.川 久保古墳

13.下 ノ原 1号墳

14.下 ノ原 2号墳

石を並べる程度のもとのなってしまうからである炉'  (注 )第 40図参考

そういう終爆期古墳の多いなかにあって,川久保古墳は,立派な石室をもっているというのは,

長峰古墳群中では,初現に属す古墳 と考えられるものである。

この川久保古墳の主の性格が,い かなるものか,い まにわかに決めがたいが,同 じ長峰丘陵古墳

群の,丘陵末端の茅野市部落直上に築造されている,四 ツ塚古墳,金鍔塚古墳等とは,か なり異っ

た立地をとり, その性格も,前者は馬具 と武器,それに古氏族に接することから,武人的な姿がネ

ガティブに浮んでくる。

しかるに川久保古墳の方は,立地からして農耕的な経済基盤の上に成り立った,共同体の権力者の

姿が想定される。そのヒンターランドは,上川と長峰丘陵のあいだにはさまれた,川 久保川の作っ
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(A)永 明寺山麓古墳群 (B)上川河床古墳群 (C)長峰古墳群
(上川河床)1 -ノ 坪 2 塚ノ越 3,大射原 4 姥原 5 大塚

6.王経塚
(長  峰)7 四ツ塚 (AB,C,D)8 上ノ山 9,金鍔塚 10.雨降塚

11.田 沢沢 12 川久保 13 下ノ原 1 14.下 ノ原 2

第 40図  湖盆東縁古墳群

た氾濫原上の,水稲農耕 によるものであるだろう。

注)1.宮坂光昭。諏訪盆地湖北における古墳発達の一試案。信濃 20-4

注)2.斎藤忠。宮坂光昭。宮坂虎次。王経塚 茅野市教育委員会 昭 50

織
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注)3.宮坂光昭。湖盆東縁の終末期古墳群の考察 信濃 22-4
注)4注 2と 同じ
注)5 宮坂光昭。地方における古墳時代末期墓制の展開 信濃 25-4

(宮坂光昭 )
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遺跡全景 (南方より,背後の山は永明寺山)

||111

(開設されたスポーツ公園道路と○印川久保古墳位置 )川久保川の谷



第 1号住居址 第 1号住居l■上層の配石 と土器出土状態

第 1号住居址地床炉上の上器出土状態 第 2号住居址

第 3号住居址 第 3号住居址土器出土状態



第 4号住居址炉JILと 配石 第 5号住居址

第 5号住居址埋甕 第 6号住居址

第 6号住居址磨石斧出土状態 第7号住居l■



第 8号住居址 第 9号住居址

第 10号住居址 第 10号住居址土器出土状態

ピット1号 ピット2号



ピット3号 ピット4号

ピット5号 ピット6号

ピット7号 ピット8号



ピット10号 ピット11号

ピット13・ 14・ 15号 第 1号住居址出土土器

第 1区独立上器 縄文早期末～前期初頭上器



第 7号住居址出土土器

第 5号住居址埋甕土器

第 1区独立上器

第 1区単独出土土器

第 1区独立土器 第 3号住居址出土土器



第 1区出土組文後期土器 第 3号住居址出土土器

第10号住唇l■出土土器



第10号住居址出土土器



第10号住居址出土土器

第10号住居址埋甕 ピット10号出土土器



第 2号 ,3号住居址出土石器 第 4号・ 5号住居址出土石器

第 6号住居址出土石器 第 1号・ 8号・10号住居址出土石器

第 3区出土石器 凹石・磨石



鍬入式 (原 田茅野市長 )

発掘 作 業 第 2号住居址発掘作業

宮坂尖石考古館長最後の視察 教育委員会の視察

t        _
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川久保古墳遠景 (長峰中学校側から)

石痔弔西佃Jト レンチ 石棲田ヒ側 トレンチ
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発掘前の状態

発掘の状況
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